


守り、放射能の収まるのを待つのみで、手の施しようがないことです。普通の火災であ
れば、直ちに消防団の人たちが現場へ駆けつけ、一生懸命消火に当たれます。原発事故
はそれができません。人々も消防団も、現場からただ遠くへ逃げることしかできないと
いうことです。現場の放射能汚染がひどければもう戻ってはこれないのです。

2、これに先立つ 1 9  9  9年9月3 0 日には日本の原子力施設では初めての JCO臨界事故
が起き、 3 人の労働者が大量の放射線を浴び、うち 2 人が壮絶な被曝死を遂げました。
さらに地域住民など6 0 0名を超す人々が被曝し、 1 0km圏内 3 1万人が屋内退避を強
いられるという原子力災害となりました。
私はその日、用事で日立市に出かけていました。昼食をとるため食堂に入った 1 2時

過ぎ、テレビが J C O臨界事故を報道していました。ヘリコプターが大きな音を立てて上
空を飛び回っていました。家には義母が一人で留守番していましたので急いで帰宅しま
した。情報が乏しくなにが起こったのか正確なことは判らず、二人で家の中にじっとし
ていました。五感ではなにも感ずることのできない放射能の不気味な怖さに一昼夜耐え
ていたことも思い出されました。
そして臨界事故事故後に、私の知り合いで大泉昭一さん恵子さんが辿った苦難の道が

思い出されます。 JCO 臨界事故の転換試験棟から 1 2  0メートルしか離れていない場所で
自動車の部品工場を経営していましたが、ご夫妻と従業貝とで仕事をしていた最中に事故
は起こりました。恵子さんは外で作業をしていて、消防署の人に「窓を閉めて建物の中に
入ってください」と言われてびっくりした、事故を知らせる防災無線が各家庭に設置され
ていましたが、大泉工業所には設置されていませんでしたので、事故のことは全く知らず
に仕事をしていたからです。
昭ーさんは紅皮症という皮膚病を患っていましたが、事故の影響で病状は悪化しまし

た。妻の恵子さんは胃演瘍になり、 JCO という言葉を聞くだけで、いてもたってもいられ
なくなり、布団をかぶって震えている状態になり、住まいは日立市久慈町でしたが東海村
にある工場には近づけなくなり、仕事ができなくなってしまいました。医者に診てもらっ
たところ、 P T S D と診断されたそうです。重要な経理を担当していた恵子さんがいなくて
は工場は成り立たず、昭一さんの症状もさらに悪化し入院する事態になり、やむなく工場
は閉鎖されてしまいました。この間ぉ二人は、不自由な体を押して JCO等を相手取り裁判
に訴えましたが、不当な判決を受けました。その後体の全体的な異変に悩み続けていた昭
ーさんは 2 0  1  1年 2 月7 日に、恵子さんは 2 0  1  8年 1月 1 5 日にお亡くなりになりま
した。事故にさえ遭わなければ、仕事はまだまだ続けられたでしょうし、もっと豊かに人
生を閉じることができたでしょう。

また〇さんは、事故現場から西に 6 0  0 {；；ほど離れだ自宅で、大工さんに家のリフォ
ームをしてもらっていました。事故の日は朝から外に長時間いましたが、事故のことを知
らずにいたことを悔やんでいました。東海村に接している地域なのに那珂町（現・那珂市）



には何の通報もありませんでした。それ以来、喉はヒリヒリし吐き気もし、皮膚に赤いポ
ッポツができて、長いこと悩み続けました。郵便局員でその日 J C O の現場周辺で郵便物の
配達業務に携わっていた人も、下痢に悩まされ、仕事を続けるのが困難になるほどに健康
状態が悪化してしまいました。この外にも、事故後に健康状態の異変を訴える人は多数い
ました。そのことを、今新たに思い出しております。

3 、親戚の人達の避難体験を友人から聞いて
福島県楢葉町で生まれ育ち、結婚して東海村に居を構えた友人の 1さんから、私は、

事故前のふるさとを自慢げに聞かされていました。彼女の話によると福島第一原発事故
で、楢葉町の人達は全住民避難となり、生活は一変してしまいました。「原子力が危険な
ので南の方角へ逃げてください」と、突然の有線放送が流れ、原発で何が起こっている
のか理由もわからず南へ南へと逃げたそうです。 1さん宅にも一時的にダンナさんと I
さんの親戚の人達が 1 5人避難してきました。その後彼らは不安を抱きながら平均 7回
も転居を繰り返しました。 8 月に仮設住宅が完成したのでそこへ入居しました。震災前
は元気だったダンナさんのお母さんは移動の末に亡くなりました。外にも親戚や知人が
亡くなりましたが、自宅での葬儀はできず、不慣れな土地での別れになりました。 2 0
1  5年 9月 5 日に町は全帰還となり、新たな問題が発生し心が痛みました。それは老い
た 1 さんの実母はもとの家に帰りたいと言って新しいところには行かないと言うし、弟
さん夫婦は戻らないと決めて、避難先に土地を求めました。
人の住まない家や庭、畑は荒れ放題です。昔からの風習や文化、住民同士のつきあい
は壊れ、何もかも奪われてしまいました。盆や正月には親戚が大勢集まり、和やかに過
ごしたふるさとです。春には土手の桜並木がピンクに染まり、夏には八幡様のお祭りが
あり、秋には川に鮭が戻り、紅葉が木戸川渓谷を彩り、冬にはたくさんの白烏が飛んで
くる美しいふるさとはどうなってしまうのかと。
原発事故がもたらした苦難の逃避行の末の数々の死や、帰還を巡る家族の葛藤、そし
てふるさとの崩壊と、現実に起こった出来事を聞くに付け、「何と理不尽な」、との思い
が私の心をいっぱいにします。そして同時に、東海第二原発のことを考えざるを得ませ
んでした。原子炉施設の老朽化に自然災害が加わるか、運転操作失敗などの人為的なミ
スか、何らかの予測できない原因で大きな事故が東海第二原発で起こったら、 Iさんの
親戚の人達が辿ったと同じような運命を強いられることになります。福島第一原発事故
の教訓を生かして多少の対策はとれるとしても生活上の激変の基本は変わらないと思わ
ざるを得ません。

4 、浪江町から避難してきた K さんのこと
また、東海村の私の近所のアパートに住むようになった K さんと知り合いになりまし

た。 K さんは浪江町からあちこち転々と移動し、 8 回目に東海村にたどり着きました。い



まは 8 9歳のおばあさんです。彼女は福島事故前に夫を病気で亡くしているので一人暮
らしでした。近くに住んでいた 3 人の子持ちの娘さんを頼りに、一緒に逃げてきました。
やっとたどり着いた所が原子力施設のある東海村だったのですが、「もうどうでもいい
や」という気持ちになってしまって、それから 8年半もたってしまいました。何度か私
の家に遊びに来て、おしゃべりをして少しだけ元気になって帰って行きました。始めの
頃は、比較的近くですので散歩がてら来たんだよと言って自分から一人で歩いてきてい
ました。よくお話していきましたが、私は聞くことしかできませんでした。浪江での生
活、近所づきあい、楽しかった出来事を思い出しながら話してくれました。
それが原発事故以来、近所の人達とはバラバラになり、楽しいこともなく、孤独な先
の見えない生活にだんだんイライラがつのり、病気がちになり、出歩くことも少なくな
っていったようです。体力も衰えてきたようです。この頃はお誘いしても出るのがおっ
くうになってしまったのか、「せっかくですけど」と言って断わられることも多くなりま
した。避難した人は誰でもそうだったと思うのですが、最初の頃はいつか浪江の我が家
に帰れるんじゃないかと強い希望を持っていました。人の住まなくなった家は荒れるに
任せ、しかも動物が入り込みめちゃめちゃになってしまっているという現実を見て、次
第に帰れるという希望を失ってしまっているように私には見えます。この頃は目も見え
にくくなり、本を読む気力もなくなってしまったと嘆いていました。
去年 2 0  1  8年には頼りにしていた二本松市に避難していた弟さんも病死し、さらに
親戚や知人も何人も亡くなってしまって、一層元気をなくしているように見えます。事
故前は、広い屋敷で野菜作りに励んだり、友だちも尋ねてきて楽しく元気で器らしてい
ました。「人間身体を動かさないとダメになってしまうね」としみじみ言っています。
K さんの原発事故後の様子の変化を思うと、「原発事故さえなかったなら」との思いを
深めます。人生の後半部分をふるさとで、近しい人に囲まれて、造かに豊かに過ごすこ
とができたはずなのです。そのような人生が原発事故によって、突如絶たれてしまった

る勢力に言い知れぬ怒りを感じながら、やはり「明日は我が身」との思いを禁じ得ませ
ん。

5 、私の願い一東海第二原発を再稼働しないでほしい一
私は現在7 8歳で、 7 7 歳の夫と二人で暮らし、二人で一人前という感じで生活して
います。娘3 人はそれぞれ結婚し、県外で子どもを産み育てています。みんなそれぞれ
働いていますので、会うのは正月休みと夏休みの二回だけです。陰ながら元気で育って
ほしいと願っていますが、今のところ皆元気です。先日は京都の孫達が、それぞれ遊び
に来ておしゃべりをして帰りました。
こんな普通の生活が、原子力事故によってどうなってしまうのか、と思うと不安でい

つばいです。東海第二原発が大きな事故を起こしたら、近くに住む私たち家族の生活が



ぺ

ー変してしまうことは、福島第一原発事故によって生活を一変させられた人々の現実を
見、知って、容易に想像ができます。
遠くへ逃げるにしても、自家用車で逃げる自信はありません。パスで逃げるといって

も、バスをそれだけ確保できるかどうか、運転手だって被曝しながらわざわざ東海村まで
来てくれるか心配です。バスが来たとしても集合場所まで歩いて行くには時間がかかりま
す。大勢の人が集まってきて集合場所は混乱します。．東海村の計画によると私たちの地区
は取手市が避難先に指定されています。訓練にも参加してみましたが、 2 0 0人か 3 0  0  
人程度の参加者でも、バスに乗り込むまで時間がかかり、役場職員の準備は大変なものだ
と思います。受け入れ側の体制も大変なものです。道路だって地震で壊れて陥没し、スム
ーズに走れるかどうか、橋が壊れてしまったら先へは進めません。何から何まで計画通り
に行くはずはないでしょう。体育館に集まって 2 - 3時間過ごしただけで疲れてしまい、う
んざりします。寒い日だったら寒さが身にしみます、暑い日だったら暑さに苦しみます。
そんな環境の中に何日も居続けたら病気になってしまうでしょう。
事故によって家を追われ、仕事をなくし、地域を喪失し、健康も命までもが奪われます。
避難生活が続けば、病気がちになるでしょう。高齢者になった私は自由に行動できなくな
って、引きこもっていくだけです。避難先には、今までのようには子も孫も来れなくなり、
交流も間遠になり、途絶えていくでしょう。福島では子どもたちの甲状腺がんの問題が深
刻ですし、壊れた原発からの汚染水も大問題になっています。形は違っても同じような問
題が茨城でも起こります。そもそも放射能で汚染されたふるざとに帰還するのは困難を極
めるでしょうし、事故以前の生活は二度とかえってきません。
東海第二原発は 4 0年も運転した原発なのに、もう 2 0年延長しても良いという信じ
られない許可を原子力規制委員会は出しました。常識的に考えても、 4 0年も運転した
老朽原発はもう廃炉にすべきだと思います。強引に 2 0年延長して 6 0年動かしたとし
ても、その後は必ず廃炉にしなければならないのですから、先延ばしにして、 2 0年も
ハラハラドキドキしながら運転して行くということは実に愚かなことだと思います。
東海第二原発の周辺にはたくさんの人が住んでいます。 3 0km圏内に 9 4万人が住ん
でいるんです。首都圏に一番近い原発ですから、事故が起これば被曝しないで避難でき
るはずもないし、避難先を見つけることも困難です。 3 0km圏内の自治体に求められて
いる実効性ある避難計画などできるはずもないでしょう。原発を再稼働しないで安心し
て暮らしていきたいと多くの人々が望んでいます。
また増え続ける放射性廃棄物の問題も極めて深刻です。次の世代に後処理を任せるこ
とになってしまいます。私たちの願いは子や孫達が安心して、平和に暮らしていける世
界を残してあげたいです。

以上


